
株式会社小野里商店

　検針業務の自動化を目
指し、今年度初めて補助
金を申請。４代目の小野
里浩一社長を中心に動
き、ＬＰＷＡ通信システム
の導入にこぎつけた。「人
がやる仕事なのでどうし
てもメーターの見間違え
や書き間違えなどのミス
が生じることがありまし
た。また、訪問時には門を
開けてもらうなどお客様
の手を煩わせてしまうこ
とも。そうした人的ミスの解消や顧客の負担軽減につなげたいと導入を決め
ました」と小野里社長。機器の使用期間は10年でコスト削減も見込めるほか
“難検針先”の検針も可能になる。「安全かつ正確に検針できることが魅力で
すね」
　メーカーの選定の決め手は担当者の柔軟な対応力。「申請書類の作成や
添付する写真の指示、時には現場まで同行してもらうこともありました。途中
担当者が変わりましたが、引き継ぎがしっかりしていたのでスムーズに進めら
れたことも良かったです」
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　社屋がある茨城県古河市をはじめ埼
玉県行田市や栃木県佐野市などに営
業所をもち、広いエリアでガスや灯油
の配達が可能な株式会社小野里商店。
LPガスのほかに灯油やＡ重油の個別
配送を行うほか、自社で充填所を構え
ているため他者の委託充填が受けられ
るのが強みだ。社員全員が幅広い業務
をこなす“専門家ぞろい”かつ“アット
ホーム”な雰囲気で事業を展開する。

（茨城県古河市）

小野里商店社屋外観



　導入までは比較的スムーズに進み、指針の読み間違いの解消や現状のガ
ス量の把握による合理的な配送など効果を実感する一方、顧客に対しての事
前告知や検針員との話し合いの時間が十分ではなかったと小野里社長は振
り返る。「各事業所で作成したチラシを対面で渡したりポスティングして告知
しましたが、ガス料金の値上げと設置時期が重なったため、中には機器を取
り付けるために値上げすると誤解する方もいらっしゃいました。また、検針員
に対して設置先の選定の説明が足りなかったと反省しています」

顧客への十分な周知や検針員との情報共有が大切

　「検針の自動化に伴い使用料金を
口座引き落としやクレジット払いに
変更する方が想定より多く、集金の
労力が省けたことも良かったです。現
在ネットからガス料金が閲覧できる
仕組みを作り、請求書の発送を極力
減らすようにしていますが、まだ利用
者は少ないのが現状。今後はネット
閲覧で請求書の郵送を希望しない人
には基本料金の減額などの特典を付けて人的作業を減らし、更なる効率化を
図っていきたいです」
　初年度は3,635件の顧客のうち約500件に設置。今年度の実績を踏まえ、
来年以降も申請を行いたいと先を見据える。
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